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１．はじめに 

近年，橋梁の伸縮装置は,多径間の連続化に伴い大型化の傾 

向にある．なかでも大型鋼製フィンガージョイントにおい 

てはフィンガー長が長くなり，結果，フェイスプレートが厚 

板化する．このような状況下で高強度材を使用し,フェイス 

プレートの板厚を低減した大型鋼製フィンガージョイントに 

おいては，車輌通行時におけるフィンガー付根部発生応力が 

高くなるので,これにより図-1 のような疲労損傷の発生が 

問題となっている． 

本報告では，疲労損傷が発生した大型鋼製フィンガージョ 

イントに対して，伸縮装置交換までの期間の延命化対策として， 

フィンガー間に鋼製プレート（以下サイドピースという）を設置した場合の効果検証のために実施した疲労試

験に関して報告する． 
２．試験概要 

 図-2 および図-3 に疲労試験体の詳細を示す．試験体の形状は実橋で損傷が報告されているものと同じ形状

とし，使用鋼材も実橋と同じ材質 SM520 を使用した． 
 疲労試験には，500kN サーボ試験機を使用し，応力範囲は 180N/mm2（全圧縮応力下，-5～-185 N/mm2）

とした．疲労試験開始後フィンガー付根下面に疲労き裂が発生した段階で，応急対策材のサイドピースを図-2
及び図-3 のように設置し再び載荷を行い，疲労き裂の進展状況の観察した． 
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図-1 フィンガー疲労損傷状況 

図-2 試験体詳細 図-3サイドピース設置状況 
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３．試験結果及び考察 

３－１．き裂進展状況 

 今回 No.12～14，No.17～19 の 6本のフィンガーに対して試験を実施した.そのうち No.12～14 に関してはサ

イドピースを設置した N=125 万回までにフィンガー付根から亀裂が発生しなかった. No.17～19 の試験体に関

する表面亀裂と載荷回数の関係を図-4～図-6 に示す. 

 櫛 No.17は図-4のように,N=125万回においてき裂は幅 80mm,若番側高さ2mmに達した.サイドピース設置後

N=250 万回では亀裂は若番側高さ 18mm，老番側高さ 3mm となった．櫛 No.18 は図-5 のように,N=125 万回にお

いてき裂は幅 80mm,若番側高さ 5mm,老番側高さ 2mm に達した.サイドピース設置後 N=250 万回では亀裂は若番

側高さ 11mm，老番側高さ 8mm となった．櫛 No.19 は図-6 のように,N=125 万回においてき裂は幅 80mm,老番側

高さ 13mm に達した.サイドピース設置後 N=250 万回では亀裂は若番側高さ 3mm，老番側高さ 24mm となった． 

 サイドピース設置までにフィンガー付根部に疲労亀裂が発生しなかった,櫛 No．12～14 は次のような結果と

なった.櫛 No．12 はサイドピース設置後にフィンガー付根部にき裂が発生進展したが，その進展は遅かった．

櫛 No．13 及び櫛 No．14 は N=250 万回までにはフィンガー付根部にき裂は発生せず，サイドピース溶接部にき

裂の発生が確認された. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２．サイドピース設置による応力変化 

 図-7 にサイドピース設置による公称応力（ウェ 

ブから 92mm 位置）の変化を示す．サイドピース設 

置により，公称応力は平均 10～20%の応力低減がみ 

られた． 
４．まとめ 

 サイドピースによる応急補修対策した試験体の圧 

縮応力下での疲労試験を実施し,以下の知見が得られた． 

(1)サイドピースを設置することで，フィンガー付根部の応力は 10～20％程度低減される． 

(2)疲労き裂発生箇所に関しては，サイドピースを設置することで，フィンガー付根部からの疲労き裂の進 

  展が抑制された． 

(3)サイドピース設置による延命効果は，フィンガー付根部の疲労き裂発生寿命と同等以上であることが判明 

  した． 
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図-4 疲労試験結果(No.17) 

図-7 公称応力状況図 

図-5 疲労試験結果(No.18) 図-6 疲労試験結果(No.19) 
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